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ひみつ１  なぜ富士宮に「浅間大社」がある  
      の？ 
浅間大社の住所は、「宮 町

みやちょう

１－１」です。昔、富士

宮市は「大宮町」といいました。その１丁目１番地が、

浅間大社です。つまり、浅間大社という神社を中心に

できた街が、富士宮市です。このように、神社などの

周りにできた街のことを、門前町
もんぜんまち

といいます。              
浅間大社は、正式には富士山本宮浅間大社（ふじ

さんほんぐうせんげんたいしゃ）といいます。駿河
するが

の

国
くに

・一
いち

の宮
みや

で、日本に約１３００ある浅間神社の

総本宮
そうほんぐう

になります。 
正式な名前に富士山がついているように、浅間大社

は、清らかで、気高く、美しい富士山を御神体
ごしんたい

として

あがめています。 

 
◇ことばの説明 
○門前町

もんぜんまち

・・・有名なお寺や神社の周りに作られた街

のこと。お参りの人が多く集まる浅間大社には、

神社の人や、商人により、街が作られた。 

○駿河
するが

の国
くに

・一の宮
いち みや

・・・駿河の国は、昔の国の名前、

私たちの住んでいる静岡県の東部・中部地方のこ

とです。一の宮は、昔からよく知られ、みんなの

信仰を集め、駿河の国で第一番の神社です。 

○浅間神社の総本宮
そうほんぐう

・・・全国にある浅間神社のおお

もと、中心になる神社。（=浅間大社） 

○富士山を御神体
ごしんたい

・・・神様が住んでいる所として、

みんながおがむ山、パワースポットです。 
 
 浅間大社のしるし 
おさいせん箱にもついてい

ます。 
 
 

 
ひみつ２  浅間大社には、どんな神様がまつら    

れているの？ 
 浅間大神（あさまのおおかみ）と、木花之佐久夜毘

売命（このはなのさくやひめのみこと）がまつられて

います。元は、富士山の神さま「あさまのおおかみ」

だけでしたが、いつの頃か「このはなのさくやひめの

みこと」も一緒にまつられるようになりました。二神

は、別々の神さまではなく同じ神さまと考えられてい

ます。     
名前が２つあるなんて、ちょっと楽しいですね。 

 富士山は、昔から何度も大ふん火をくり返して来ま

した。そのたびに、人々がにげたリ、土地があれたり

してきました。そんな富士山は、うやまわれ、恐れら

れてきました。なんとか富士山が鎮
しず

まるようにと、「あ

さまのおおかみ」や水の神でもある「このはなのさく

やひめのみこと」がまつられたのです。水は、火を消

すということですね。だから浅間大社は、涌玉池のあ

る場所に建てられました。 

 

◇ことばの説明 
 ○まつる・・・お供え物をしたりおさい銭を上げたり

して、神さまをなぐさめたりお願いしたりすること。 

○鎮まる
しず

・・・噴火がなくなり、静かになること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このはなさくやひめのみこと
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ひみつ３   浅間大社は、いつ出来たの？ 
 
浅間大社の記録によると、２千年以上昔、富士山が

大ふん火しました。私たちの先祖
せんぞ

は、住むところも、

食べるものもなく、大変こまりました。これを心配し

た天皇は、山
あし

足
たり

に、「あさまのおおかみ」をまつりま

した。        
これが浅間大社の始まりです。その後「このはなの

さくやひめのみこと」の水の力によって、ふん火も収

まり、安心して、暮らせるようになりました。 
次に、山宮にまつられました。 

大宮（=今の場所）に移ったのは、大同
だいどう

元年
がんねん

（８０

６年）です。浅間大社ができてから２千年以上たって

います。長い歴史の中で、今の浅間大社があるんだね。 

 

◇ことばの説明 
○天皇・・・垂仁

すいにん

天皇（第１１代） 
○山足・・・富士山の良く見える場所。特別の地名で

はありません。 
○山宮・・・建物はなく、富士山を直接おまいりしま

す。今年（２０１０年）鎮座
ちんざ

１９００年祭が行わ

れました。 

○大同元年・・・８０６年、坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

が天皇のい

いつけで、富士山が良く見え、きれいな水の涌く

大宮町に浅間大社を移しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

山宮浅間神社 
 

 

ひみつ４  今の建物はだれが建てたの？ 
    

 徳川
とくがわ

家康
いえやす

です。関
せき

が原
はら

の戦いに勝って天下を手に

入れたお礼として１６０４年、浅間大社に本
ほん

殿
でん

・

拝殿
はいでん

・楼門
ろうもん

など３０以上の建物を造って境内
けいだい

を整備

しました。 

本殿は、浅間造
せんげんづく

りといわれ２階建てです。このよう

な建物は他に例がありません。国の重要文化財に指定

されています。 

家康は、８６７石の朱印地
しゅいんち

と富士山頂の土地も寄進
きしん

しました。 

 

◇ことばの説明 
○関が原の戦い・・・１６００年、東軍の徳川家康が

 西軍の石田三
いしだみつ

成
なり

に勝った戦い。「天下分け目の戦

 い」といいます。 
○浅間造り・・・社殿の上にさらにもう一つの社殿が

のっています。 
○重要文化財・・・国にとって、大切な建物などを、

  保護するために指定したもの。 

○朱印地・・・そこに出来たお米（=年貢
ねんぐ

）は、浅間

  大社のものになります。 
○寄進・・・浅間大社に、お金・土地などを寄付する

  こと。 

 
 
 
 
 
 

二階正面 

 
 
 
 
 
 
 

一階平面 

浅間大社本殿 
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まめ知識  外国人で最初に富士登山をしたの

は誰？ 
イギリス人のオールコックです。 

１８６０年（万
まん

延
えん

元年
がんねん

）、当時の江戸
え ど

幕府
ばくふ

に申
もう

し出

て、富士登山を行いました。 
７月２４日、浅間大社についた一行は、雨の中カッ

パを着て、大宮から山宮を通り、大鏡坊
だいきょうぼう

で一泊しま

した。２５日、晴天の中、山の男たちにコーヒー・米・

ビスケットなどを担
かつ

いでもらい出発しました。途中で

馬を降り、４時間歩いて室
むろ

に到着しました。 翌日、

夜明けを待って、出かけました。頂上はすぐそこに見

えているのに、なかなか着きません。途中で、行衣
ぎょうい

を

着た登山者に会いました。寒さと空気の薄
うす

さにたえな

がらようやく山頂につきました。イギリス国旗を掲げ、

シャンパンで乾杯しました。 

オールコック一行は、イギリス人８名・通訳
つうやく

・幕府

の役人・荷物を運ぶ人など、大勢
おおぜい

になりました。 
 

◇ことばの説明 
○万延元年・・・３月に江戸幕府の首相、井伊

い い

直弼
なおすけ

が、

水戸の武士たちに殺された。（桜田
さくらだ

門外
もんがい

の変
へん

） 
○大鏡坊

だいきょうぼう

・・・村山にあったお寺、今はありません。 
○室

むろ

・・・富士山に作られた、登山者のための宿泊所
しゅくはくじょ

。 
○行衣

ぎょうい

・・・富士山に登る人が身につける白い服。 
○通訳

つうやく

・・・オールコックと役人に、話が通じるよう

にする人。 

◇浅間大社の歴史 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
◇『第２号・浅間大社のひみつ』は、次の資料をもとに作りました。 

1 『浅間
せんげん

文書
もんじょ

纂
さん

』 浅間
せんげん

神社社務所
しゃむしょ

  １９３１ 
2 『富士の研究Ⅱ 浅間

せんげん

神社の歴史』 浅間神社社務所  １９２９ 
3 『駿河記』 桑原黙斎／著 臨川書店 １９３２  
4 『富士山歴史散歩』 遠藤秀男／著 羽衣出版 １９９６ 

5 『大君
たいくん

の都』 オールコック／著 山口光朔／訳 岩波書店 １９６２ 
6  『富士の女神のヒミツ』 富士吉田市教育委員会  ２０１０ 
7 『絵本コノハナサクヤヒメ物語』 縷衣香（るいこ）／著 而立書房 ２００７ 
8 『袖日記 ―駿州大宮町横関家―』 富士宮市教育委員会  １９９６ 

9 『角田桜岳
かくだおうがく

日記 ―駿州富士郡大宮町―』 富士宮市教育委員会  ２００４ 
10  『駿 州

すんしゅう

赤心隊
せきしんたい

』 若林淳之／著 浅間神社社務所 １９６８ 

年 できごと 

垂
すい

仁
にん

天皇3年 浅間大神（あさまのおおかみ）を、「山
あし

足
たり

」の地に祭り、富士山をしずめた。

景
けい

行
こう

天皇の時  日本武尊
やまとたけるのみこと

が、浅間大社を「山宮」に

まつった。 

806年 

(大同元年) 
坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

が、「大宮」にうつし、

神社を建てて、おまつりした。 

1193年  

(建久4年) 
源 頼 朝
みなもとのよりとも

が、富士で巻狩りを行う。

やぶさめを行った。 

1208年  

(承元2年) 
頼朝、神社をなおす。 

1577～1588 年

(天正5～16年)
武田勝頼
たけだかつより

が神社を建てる。 

1604年  

(慶長9年) 
徳川
とくがわ

家康
いえやす

が、浅間造りで浅間神社を建

てた。 

1609年 

(慶長14年) 
家康
いえやす

が、八合目以上の土地を寄付
き ふ

す

る。 

1767年 
(宝永14年) 

富士山が噴火して、宝永山ができる。

1868年  

(明治1年) 
大宮司
だいぐうじ

・富士
ふ じ

又
また

八郎
はちろう

は、駿州
すんしゅう

赤心隊
せきしんたい

を

作り、江戸へ向かう。 

1982年 

(昭和57年) 
「富士山本宮浅間大社」に名前を変え

る。 

『大君
たいくん

の都』（さし絵） 
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        大鳥居                     鉾立石

ほこたていし

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
       さいせん箱                     楼門 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        拝殿                       本殿 


